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語文115（2020・12　大阪大学国語国文学会）

近
世
前
半
期
版
本
医
学
書
に
お
け
る
引
用
・
卓
立
を
示
す�

補
助
符
号
に
つ
い
て

藤　
　

本　
　

能　
　

史

一　

は
じ
め
に

補
助
符
号
は
、
文
章
を
よ
り
読
み
や
す
く
、
ま
た
文
意
が
伝
わ
り
や
す
く

す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
文
字
以
外
の
記
号
の
総
称
で
あ
る
。
文
や
語
句
の

切
れ
目
の
明
示
、
文
章
の
引
用
あ
る
い
は
特
殊
な
語
句
の
卓
立
な
ど
、
用
途

ご
と
に
様
々
な
符
号
が
用
い
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
引
用
・
卓
立
の
場
合
は
、
傍
線
・
括
弧
な
ど
の
符
号
が
使
わ

れ
て
い
る
。
こ
こ
に
言
う
引
用
・
卓
立
と
は
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
お
け

る
分
節
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
強
調
に
至
る
ま
で
の
広
い
範
囲
を
指
す
も
の
で
あ

る
が
、
引
用
・
卓
立
を
補
助
符
号
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
は
、
版
本
に
お
い
て

近
世
後
期
頃
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
近
代
に
至
り
大
き
な
発
展
を
遂

げ
た
こ
と
が
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
大
熊（
一
九
九
五
）は
、
特

殊
な
単
語
の
卓
立
の
役
割
を
果
た
す
鉤
括
弧
の
早
い
例
と
し
て
、
建
部
清

庵
・
杉
田
玄
白
『
和
蘭
医
事
問
答
』（
一
七
九
五
）
を
挙
げ
て
い
る（

（
（

。
し
か
し
、

近
世
前
半
期
に
お
い
て
、
引
用
・
卓
立
を
示
す
場
合
に
ど
の
よ
う
な
表
記
形

式
を
と
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

近
現
代
に
至
る
ま
で
の
通
時
的
変
遷
を
考
え
る
場
合
、
近
世
に
お
け
る
実
態

を
検
討
し
、
傍
線
・
括
弧
な
ど
の
符
号
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
要
因
を
示

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
版
本
の
医
学
書
を
資

料
と
し
、
近
世
前
半
期
（
本
稿
で
は
、『
和
蘭
医
事
問
答
』
よ
り
前
で
あ
る
慶

長
元
年
（
一
五
九
六
）
～
天
明
九
年
（
一
七
八
九
）
の
期
間
）
に
お
け
る
引

用
・
卓
立
を
示
す
補
助
符
号
の
実
態
を
調
査
し
、
そ
の
様
相
を
明
ら
か
に
す

る
。近

世
期
は
、
商
業
出
版
が
勃
興
・
隆
盛
し
た
時
期
で
あ
り
、
大
量
生
産
が

可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
読
者
層
が
大
き
く
拡
大
し
た
。
写
本
の
場
合
、
一
冊

一
冊
の
製
作
に
莫
大
な
労
力
を
要
し
た
た
め
、
書
記
行
為
に
お
け
る
効
率
性

が
重
視
さ
れ
た
が
、
版
本
の
場
合
、
一
度
版
木
を
作
れ
ば
大
量
生
産
が
可
能

に
な
り
、
製
作
者
と
読
者
と
の
距
離
が
遠
く
な
る
た
め
、
書
記
に
お
い
て
読

者
へ
の
配
慮
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
製
作
者
に
と
っ
て
の
書
記
効

率
よ
り
、
読
者
に
と
っ
て
の
読
み
や
す
さ
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（
（

。
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即
ち
、
近
世
期
は
国
語
文
字
・
表
記
の
形
式
が
、
書
き
や
す
さ
重
視
か
ら
読

み
や
す
さ
重
視
へ
と
転
換
し
た
時
期
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま

た
版
本
に
印
刷
さ
れ
る
も
の
は
、
写
本
や
刊
本
に
書
か
れ
る
朱
引
と
は
違
っ

て
、
個
人
的
な
手
控
え
で
は
な
く
、
そ
こ
に
補
助
符
号
が
印
刷
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
は
、
読
み
手
に
対
し
て
、
文
字
以
外
に
そ
れ
ら
が
あ
る
方
が
よ
い
と

考
え
た
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
本
稿
で
版
本
を
対
象
と
し
て
調
査
を
行
う

の
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。

二　

先
行
研
究

二
・
一　

引
用
・
卓
立
を
示
す
補
助
符
号
に
関
す
る
先
行
研
究

引
用
・
卓
立
を
示
す
補
助
符
号
の
う
ち
、
鉤
括
弧
に
関
し
て
は
、
そ
の
成

立
及
び
展
開
に
つ
い
て
先
行
研
究
で
言
及
さ
れ
て
い
る
た
め
、
以
下
、
確
認

す
る
。

大
熊
（
一
九
九
五
）
は
、
現
代
で
は
と
も
に
鉤
括
弧
と
呼
ば
れ
る
も
の
の

中
に
、
二
種
類
の
別
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
外
来
語
な
ど
の
特
殊
な

単
語
を
括
る
場
合
や
、
引
用
・
参
照
に
用
い
ら
れ
る
も
の
は
一
八
世
紀
頃
か

ら
現
代
の
鉤
括
弧
に
近
い
形
状
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。
一
方
で
、
会
話
文
に

用
い
ら
れ
る
鉤
括
弧
は
、
開
き
括
弧
が
庵
点
（
〽
）
を
起
源
と
し
て
成
立
し
、

閉
じ
括
弧
は
、
漢
文
訓
読
に
お
い
て
主
に
段
落
を
区
切
る
目
的
で
使
用
さ
れ

て
い
た
鉤
画
（
」
）
が
起
源
で
あ
る
と
推
測
し
、
開
き
括
弧
よ
り
遅
れ
て
成

立
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

矢
田（
一
九
九
八
）は
、
大
熊
氏
の
指
摘
に
更
に
補
足
を
加
え
て
い
る
。
引

用
を
示
す
場
合
に
も
、
そ
の
開
始
に
庵
点
を
使
用
し
た
例
が
あ
る
こ
と
を
示

し
、「
引
用
文
の
表
示
に
あ
た
っ
て
、
近
世
期
に
お
い
て
は
現
代
の
鉤
括
弧
に

近
い
も
の
と
、
開
き
が
庵
点
で
閉
じ
が
現
代
の
鉤
括
弧
に
近
い
も
の
と
の
二

通
り
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
庵
点
と
鉤
括
弧
の
関
係
の
問
題
は
何

も
会
話
符
の
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
」（
五
二

二
頁
）
と
し
、「
会
話
符
と
し
て
の
鉤
括
弧
の
問
題
は
、
記
号
そ
の
も
の
の
成

立
と
は
切
り
離
し
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
、
あ
く
ま
で
引
用
符
と
し
て
出
発

し
た
鉤
括
弧
の
用
途
拡
大
の
歴
史
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」（
五

二
二
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

近
代
に
入
る
と
、
引
用
符
・
会
話
符
共
に
同
形
の
鉤
括
弧
が
使
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
が
、
近
代
に
お
け
る
鉤
括
弧
の
用
法
と
し
て
注
目
す
べ
き
点
と

し
て
、
外
来
語
を
括
る
符
号
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。
深
澤
（
二
〇
〇
四
）
は
、
総
合
雑
誌
『
太
陽
』
の
前
誌
群（

（
（

を

資
料
と
し
て
、
片
仮
名
表
記
外
来
語
の
特
質
に
つ
い
て
、
補
助
符
号
（
鉤
括

弧
・
傍
線
）
と
表
記
体
に
視
座
を
置
い
て
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
深
澤
氏
は
、

表
記
体
と
文
字
列
と
の
関
係
を
整
理
す
る
た
め
に
、
卓
立
表
記
・
非
卓
立
表

記
の
別
を
立
て
た
。
以
下
の
（
ｃ
）（
ｄ
）
を
卓
立
表
記
、（
ａ
）（
ｂ
）
を
非

卓
立
表
記
と
し
て
い
る
。

（
9
）（
ａ
）
漢
字
で
表
記
す
る
。

　
　

 
（
ｂ
）
表
記
体
を
構
成
す
る
仮
名
と
同
じ
仮
名
で
表
記
す
る
。

　
　

 
（
ｃ
）
表
記
体
を
構
成
す
る
仮
名
と
異
な
る
仮
名
で
表
記
す
る
。

　
　

 
（
ｄ
）
符
号
を
付
す
。�

四
一
頁

50



卓
立
表
記
・
非
卓
立
表
記
と
い
う
観
点
か
ら
平
仮
名
表
記
外
来
語
と
片
仮

名
表
記
外
来
語
と
の
違
い
を
考
察
し
た
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
19
）�

外
来
語
平
仮
名
文
字
列
は
、文
字
列
単
独
で
卓
立
表
記
に
も
非
卓
立

表
記
に
も
な
る
。

（
20
）�

外
来
語
片
仮
名
文
字
列
は
、
卓
立
表
記
さ
れ
る
の
が
基
本
で
あ
る
。

文
字
列
単
独
で
は
な
く
、
符
号
が
併
用
さ
れ
る
。�

四
四
頁

片
仮
名
表
記
外
来
語
は
、
符
号
を
使
用
す
る
こ
と
で
卓
立
表
記
と
し
て
の

機
能
を
全
う
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文

か
ら
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
へ
の
表
記
体
の
推
移
と
、
外
来
語
の
符
号
の
有

無
の
推
移
と
相
関
関
係
に
あ
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
。

深
澤
（
二
〇
〇
六
）
で
は
、
総
合
雑
誌
『
太
陽
』
に
お
け
る
片
仮
名
表
記

外
来
語
に
つ
い
て
、
前
誌
群
と
の
比
較
を
行
っ
て
お
り
、『
太
陽
』
及
び
前
誌

群
に
現
れ
る
外
来
語
を
、
地
名
・
人
名
、
そ
れ
以
外
の
名
詞
に
わ
け
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
補
助
符
号（
鉤
括
弧
・
傍
線
）の
有
無
を
調
査
し
て
い
る
。
地
名
・

人
名
は
傍
線
の
み
が
語
数
増
大
に
伴
っ
た
量
的
規
模
拡
大
を
果
た
し
て
い
る
。

対
し
て
そ
の
他
の
名
詞
は
、
鉤
括
弧
の
量
的
拡
大
に
よ
り
、
相
対
的
に
傍
線

の
量
的
規
模
が
縮
小
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
地
名
・
人
名
に
は
傍
線
が
、
そ

の
他
の
名
詞
に
は
鉤
括
弧
が
使
用
さ
れ
る
と
い
っ
た
、
截
然
と
し
た
使
い
分

け
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
補
助
符
号
の
使

用
は
徐
々
に
減
少
し
て
い
く
が
、
そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
深
澤
（
二
〇

〇
四
）
で
も
挙
げ
ら
れ
た
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
か
ら
漢
字
平
仮
名
交
じ

り
文
へ
の
移
行
を
挙
げ
て
い
る
。
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
、
片
仮
名
表

記
の
外
来
語
を
「
て
に
を
は
」
等
と
区
別
す
る
た
め
に
符
号
が
使
用
さ
れ
た
。

し
か
し
、
平
仮
名
交
じ
り
文
に
移
行
し
、
文
字
列
単
独
で
区
別
が
可
能
に

な
っ
た
こ
と
で
、
符
号
を
付
す
必
要
性
が
希
薄
化
し
た
た
め
、
符
号
が
衰
退

し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

鉤
括
弧
の
成
立
及
び
展
開
に
つ
い
て
は
近
世
後
期
か
ら
近
代
以
降
に
か
け

て
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
の
補
助
符
号
の
使
用
実
態
に
つ
い

て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
引
用
・
卓
立
を
示
す
た
め
に
、
鉤
括

弧
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
原
因
を
探
る
に
は
、
そ
れ
以
前
の
表
記
形

態
を
調
査
し
、
補
助
符
号
を
付
す
契
機
と
な
っ
た
文
字
・
表
記
上
の
変
化
を

調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
引
用
・
卓
立
を
示
す
た
め

の
補
助
符
号
は
、
傍
線
・
傍
点
・
括
弧
な
ど
様
々
あ
る
が
、
鉤
括
弧
以
外
の

符
号
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

深
澤
氏
は
近
代
の
資
料
を
対
象
と
し
て
、
鉤
括
弧
・
傍
線
の
二
種
類
の
符
号

の
使
用
実
態
を
調
査
し
、
具
体
的
な
使
い
分
け
に
つ
い
て
明
示
し
て
い
る
が
、

近
世
期
に
お
い
て
も
同
様
に
、
鉤
括
弧
以
外
も
含
め
た
種
々
の
補
助
符
号
の

使
用
実
態
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
・
二　

表
記
体
毎
の
分
節
方
式
に
関
す
る
先
行
研
究

漢
文
体
と
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
と
で
、
語
句
の
分
節
方
式
が
異
な
っ
て
い

る
こ
と
も
確
認
し
て
お
く
。
ま
ず
漢
文
体
に
お
い
て
は
、
訓
読
の
際
に
様
々

な
符
号
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、
語
句
の
纏
ま
り
を
示
す
目
的

で
使
用
さ
れ
る
符
号
は
合
符
で
あ
る
。
合
符
に
つ
い
て
、
小
林（
一
九
七
九
）
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は
、「
合
符
と
い
う
の
は
、
漢
文
訓
讀
に
お
け
る
符
號
の
一
種
で
あ
っ
て
、
漢

字
二
字
又
は
三
字
以
上
の
連
結
が
一
纏
ま
り
で
あ
る
こ
と
を
示
す
働
き
を

持
っ
て
い
る
も
の
」（
一
二
六
頁
）
で
あ
り
、「
本
來
の
漢
字
二
字
又
は
三
字

以
上
の
連
結
が
一
纏
ま
り
で
あ
る
こ
と
を　

示
す
機
能
は
鎌
倉
時
代
以
降
も

固
定
し
た
用
法
が
引
續
き
行
わ
れ
て
い
る
」（
一
四
二
頁
）
と
指
摘
し
て
い

る
。合

符
は
、
漢
字
二
字
以
上
の
纏
ま
り
を
示
す
符
号
で
あ
り
、
漢
字
文
字
列

の
中
で
特
定
の
単
語
を
分
節
す
る
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
林

（
一
九
七
九
）は
、
平
安
～
鎌
倉
期
の
訓
点
資
料
を
調
査
対
象
と
し
た
研
究
で

あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
以
降
も
、
同
様
の
機
能
で
合
符
は
使
用
さ
れ
る
。
近
世

頃
か
ら
版
本
に
刻
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
は
傍
線
が
刻
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
時
期
よ
り
も
早
い
。

一
方
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
場
合
、「
漢
字
＋
仮
名
」
と
い
う
文
字
配
列

に
分
節
効
果
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
矢
田
（
二
〇
一
二
）
に
よ

る
と
、
商
業
出
版
の
勃
興
に
伴
い
、
読
み
手
に
と
っ
て
可
読
性
の
高
い
表
記

形
式
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
選
択
さ
れ
た
の
が
漢
字
仮
名

交
じ
り
文
で
あ
っ
た
。
矢
田
氏
は
、
漢
字
・
平
仮
名
併
用
表
記
の
表
記
機
能

的
効
果
に
つ
い
て
、
以
下
の
二
点
を
挙
げ
て
い
る
。

Ⅰ
、
分
節
効
果･･････

平
仮
名
―
漢
字
の
並
び
に
よ
っ
て
、
そ
の
間
に

意
味
上
の
切
れ
目
を
示
す
こ
と
が
出
来
る
効
果
。

Ⅱ
、
表
意
効
果･･････

表
記
対
象
の
語
の
意
味
を
示
す
効
果
。
そ
れ
に

は
同
音
異
義
語
の
中
か
ら
の
一
語
の
同
定
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
含
む
。

用
言
に
つ
い
て
は
、
語
幹
の
漢
字
表
記
に
よ
っ
て
語
の
同
定
と
語
義
表

示
を
行
う
と
共
に
、
活
用
語
尾
の
仮
名
表
記
に
よ
っ
て
文
法
的
機
能
を

併
せ
て
示
す
こ
と
が
で
き
る
。�

五
六
六
～
五
六
七
頁

こ
の
両
機
能
に
よ
っ
て
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
は
可
読
性
が
高
ま
っ
て
い

る
と
指
摘
し
て
い
る
。
漢
字
の
連
続
が
、
合
符
な
し
で
も
一
纏
ま
り
で
あ
る

こ
と
を
示
す
点
で
、
漢
文
体
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

先
行
研
究
よ
り
、
表
記
体
に
よ
っ
て
、
可
読
性
を
高
め
る
た
め
の
語
句
の

分
節
方
式
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
引
用
・
卓
立
を
示
す
補
助
符

号
の
使
用
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

表
記
体
毎
に
分
け
て
考
察
を
行
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

三　

調
査
方
法
に
つ
い
て

大
熊
氏
は
、
特
殊
な
単
語
を
括
る
鉤
括
弧
の
早
い
例
と
し
て
、『
和
蘭
医
事

問
答
』（
一
七
九
五
）の
例
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
使
用
に
至
る
経
緯

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、『
和
蘭
医
事
問
答
』
よ
り
前
の
医
学
書
を
調
査
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
医
学
書
（
特
に
蘭
方
医
学
書
）
に
は
外
来

語
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
調
査
対
象
と
し
て
適
当
で
あ
る
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
、
近
世
前
半
期
（
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
～
天
明
九
年
（
一

七
八
九
））の
版
本
の
医
学
書
を
対
象
に
調
査
を
行
う
。
専
門
家
向
け
の
資
料

だ
け
で
な
く
、
通
俗
医
学
書
も
対
象
と
す
る
。
ま
た
当
時
の
医
学
書
は
、
大

き
く
漢
方
・
蘭
方
の
二
種
に
分
類
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
分
析

を
行
う
。
な
お
調
査
に
お
い
て
、
近
世
期
の
医
学
書
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い

52



る
、
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
の
資
料
を
扱
っ
た
。

四　

近
世
前
半
期
医
学
書
に
お
け
る
補
助
符
号
の
使
用
実
態

四
・
一　

漢
方
医
学
書
に
お
け
る
使
用
実
態

ま
ず
、
漢
方
医
学
書
に
お
け
る
補
助
符
号
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
分
析
を

行
う
。
本
調
査
に
お
い
て
、
符
号
の
使
用
が
確
認
で
き
た
資
料
は
、
全
四
一

七
点
で
あ
っ
た
。
う
ち
、
漢
文
体
の
資
料
が
三
〇
四
点
、
漢
字
片
仮
名
交
じ

り
文
の
資
料
が
八
五
点
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
の
資
料
が
二
八
点
で
あ
る（

（
（

。

調
査
し
た
資
料
の
デ
ー
タ
は
膨
大
で
あ
る
た
め
、
紙
幅
の
都
合
上w

eb

掲
載

の
形
式
を
採
る
こ
と
を
、
ご
了
承
願
い
た
い（

（
（

。
以
下
、
表
記
形
式
ご
と
に
調

査
結
果
を
概
観
す
る
。

四
・
一
・
一　

漢
文
体

ま
ず
、
漢
文
体
の
資
料
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
。
漢
文
体
の
資
料
に
お
い

て
最
も
多
く
使
用
さ
れ
て
い
た
符
号
は
、
合
符
で
あ
っ
た
。

先
行
研
究
で
触
れ
た
通
り
、
合
符
は
引
用
・
卓
立
の
機
能
を
有
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
合
符
を
用
い
る
こ
と
で
語
句
の
纏
ま
り
が
分
か
る
た
め
、

他
の
記
号
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
当
時
の
読
者
は
読
解
す
る
こ
と
が
可
能

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
今
回
調
査
し
た
資
料
は
大
半
が
大
型
本
で
あ
っ

た
が
、
長
友
（
二
〇
一
〇
）
に
よ
る
と
、
大
型
本
の
漢
字
漢
文
体
の
医
学
書

は
、
上
層
専
門
家
向
け
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
医
学
用
語
な
ど
特
殊

な
語
句
で
あ
っ
て
も
、
纏
ま
り
さ
え
分
か
れ
ば
、
他
の
符
号
を
使
用
せ
ず
と

も
理
解
で
き
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
傍
線
・
傍
点
な
ど
の
符
号
を
用
い
て
文
や
語
句
の
強

調
を
行
っ
て
い
る
資
料
も
い
く
つ
か
確
認
で
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
大
半
は
、

和
刻
本
漢
籍
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、（
明
）
呉
球
撰
『
諸
証
弁
疑
』（
一
六
四

五
、
田
原
仁
左
衛
門
刊
）
で
は
、「
枳
朮
」「
八
味
順
氣
」「
續
命
煮
散
」
な
ど
、

生
薬
名
の
右
側
に
単
線
が
引
か
れ
て
い
る
。（
図
1
）

図
1　
『
諸
証
弁
疑
』（
一
六
四
五

（
（
（

）
5
丁
表

原
刻
本（

（
（

を
確
認
で
き
て
い
な
い
た
め
、
原
刻
本
か
ら
そ
の
ま
ま
流
用
し
た

か
ど
う
か
は
判
断
し
難
い
。
し
か
し
、
漢
籍
で
使
用
さ
れ
て
い
た
補
助
符
号

を
、
本
邦
に
お
い
て
も
流
用
し
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

著
者
ご
と
に
使
用
状
況
を
確
認
す
る
と
、
補
助
符
号
の
使
用
は
、
著
者
に

よ
っ
て
そ
の
傾
向
が
分
か
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
特
に
、
竹
中
通
庵

（
敬
・
岐
山
）の
著
作
に
お
い
て
は
、
様
々
な
符
号
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
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竹
中
通
庵
は
、
名
は
敬
、
字
は
昌
、

ま
た
は
瑞
伯
と
も
い
う
。
美
濃
の
生

ま
れ
で
あ
っ
た
が
、
一
六
五
九
年
に

江
戸
に
移
り
、
半
井
瑞
堅
の
門
に
入

り
、『
霊
枢
』・『
素
問
』
な
ど
を
三
〇

年
以
上
に
わ
た
っ
て
勉
強
し
、
そ
の

才
能
が
認
め
ら
れ
瑞
堅
よ
り
「
通
」

の
字
を
与
え
ら
れ
、「
通
庵
」
と
称
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
息
子
は
竹
中
厚
、

門
人
に
山
田
巽
が
い
る（

（
（

。

本
調
査
で
確
認
で
き
た
、
竹
中
通

庵
の
著
作
と
、
使
用
さ
れ
て
い
た
補

助
符
号
は
、【
表
1
】
の
通
り
で
あ
る
。

【
表
1
】か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
本

文
は
い
ず
れ
も
漢
文
体
で
あ
り
、
傍

線
・
傍
点
・
鉤
括
弧
な
ど
、
一
つ
の

資
料
で
様
々
な
符
号
が
使
用
さ
れ
て

い
る
。
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う

な
役
割
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

『
古
今
養
性
録
』（
図
2
）、『
黄
帝
内

経
素
問
要
語
』（
次
頁
の
図
3
）
に

お
い
て
は
、
凡
例
に
補
助
符
号
の
使

用
基
準
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
以

下
、
図
及
び
凡
例
の
該
当
部
分
を
掲
載
す
る
（
い
ず
れ
も
原
文
は
漢
文
。
書

き
下
し
の
際
、
一
部
送
り
仮
名
・
振
り
仮
名
を
私
に
補
っ
た
）。

一
凡
ソ
篇
中
樞
要
ノ
語
ニ
ハ
批
點
ス
。
骨
節
ノ
文
ニ
ハ
圏
點
ス
。
至
テ
切

緊
ナ
ル
處
ニ
ハ
重
圏
ヲ
加
フ
其
ノ
言
ト
長
キ
ト
キ
ハ
則
「 

」
ヲ
上
下
ニ
圍

ム
。
甚
タ
切
緊
ナ
ル
處
ニ
ハ
亦
『 

』
ト
爲
ス
。
蓋
シ
先
哲
ノ
例
ニ
準
シ
テ
。

見
易
キ
コ
ト
ヲ
欲
ス
ル
ノ
ミ
。

『
古
今
養
性
録
』（
一
六
九
二
）
序
目
・
29
丁
裏

図
2　
『
古
今
養
性
録
』（
一
六
九
二

（
（1
（

）
巻
1
・
4
丁
表

一
凡
ソ
經
釋
ニ
批
圏
有
。
其
緊
關
ニ
至
テ
ハ
。
重
圏
ヲ
爲
ス
。
數
十
字
ニ

及
ヘ
ハ
。
則
チ
劈
ヲ
上
下
ニ
加
フ
。
甚
タ
之
ヲ
襃
ス
レ
ハ
。
之
ヲ
雙
鉤
ニ

ス
。
居
所
姓
名
モ
亦
單
抹
ヲ
字
後
ニ
點
ス
。
時
世
官
爵
幷
ニ
年
號
品
物
ノ

如
キ
ハ
。
單
抹
ヲ
字
前
ニ
豎た

ツ
。
若
シ
其
ノ
貶
劣
ヲ
詰
ル
ト
キ
ハ
。
則
鉄

柱
ヲ
負
シ
テ
尚
ヲ
標
白
ニ
ス
。
其
謄
謬
ニ
ハ
。
直
ニ
其
字
ヲ
圍
テ
。
諸
生

【表1】　竹中通庵の著作に使用された補助符号一覧
書名 表記体 出版年 補助符号 版元 レコードID

古今養性録 15巻序目1巻 漢文体 1692（元禄5年） ・右複線・左単線・鉤括
弧・句読点・合符・圏点 西村半兵衛 RB00002508

保産機要 漢文体 1692（元禄5年） ・句読点・合符・圏点 不明 RB00005133

医病問答 漢文体 1693（元禄6年） ・右単線・右複線・鉤画・
句読点・合符・圏点 不明 RB00001120

黄帝内経素問要語 9巻序目1巻 漢文体 1706（宝永3年）か ・右複線・左単線・鉤括
弧・句読点・合符・圏点 不明 RB00002413

黄帝内経霊枢要語 9巻 漢文体 1735（享保20年） ・右単線・左単線・右複
線・句読点・合符

中野宗左衛門・
児玉勘十郎 RB00002418

（黄帝）内経素問要語意翼 5巻 漢文体 1740（元文5年） ・右単線・左単線・右複
線・句読点・合符 児玉勘十郎 RB00004541
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之
眠
ル
ヲ
覺
ス
。
又
姓
名
戴
籍
ヲ
圍
ム
ヿ
有
。
混
シ
テ
之
ヲ
視
ル
ヿ
莫
レ
。

『
黄
帝
内
経
素
問
要
語
』（
一
七
〇
六
？（

（1
（

）
序
目
・
29
丁
表
・
裏

図
3　
『
黄
帝
内
経
素
問
要
語
』（
一
七
〇
六
？

（
（1
（

）
巻
1
・
25
丁
裏

ま
ず
『
古
今
養
性
録
』
の
凡
例
を
確
認
す
る
と
、
資
料
中
の
重
要
な
語
句

及
び
文
に
は
批
点
（
、
）・
圏
点
（
○
）
を
付
し
、
よ
り
重
要
な
箇
所
に
は
重

圏
（「
◎
」
な
ど
）
を
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
長
文
の
引
用
の
場
合
に
は
鉤
括

弧
（「 

」）
付
し
、
よ
り
重
要
な
文
の
場
合
に
は
二
重
鉤
括
弧
（『 

』）
を
付

し
て
い
る
。
ま
た
、
凡
例
に
は
詳
し
く
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
地
名
・
人
名

や
医
学
用
語
な
ど
の
、
特
殊
な
単
語
に
は
、
単
線
・
複
線
を
付
し
て
い
る
。

『
黄
帝
内
経
素
問
要
語
』の
凡
例
を
確
認
す
る
と
、
ま
ず
経
釈
に
批
圏
を
付

す
と
あ
る
。
符
号
は
「
、
」「
○
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
経
釈
の
「
緊

關
」
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
重
圏
を
付
す
と
あ
る
。
こ
の
「
緊
關
」
と
い
う

語
に
つ
い
て
『
漢
語
大
詞
典
』
を
参
照
す
る
と
、「
最
关
紧
要
的
」
と
あ
り
、

「
最
も
重
要
」と
い
う
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
引
用
さ
れ
て
い
る
経
釈
の
中

で
、
最
も
重
要
な
箇
所
に
重
圏
を
付
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
経
釈
が
数
十
字

に
及
ぶ
場
合
、「
劈
」
を
上
下
に
加
え
、
特
に
そ
の
内
容
を
称
賛
す
る
場
合
は

双
鉤
、
即
ち
二
重
鉤
括
弧
を
付
し
て
い
る
。「
劈
」
は
本
文
と
の
対
照
よ
り
、

鉤
括
弧
を
指
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
名
・
人
名
の
後
に
単
線
を
、

官
爵
・
品
物
の
名
な
ど
は
語
句
の
前
に
単
線
を
置
く
と
あ
る
が
、
図
3
を
参

照
す
る
限
り
、
地
名
・
人
名
（
図
3
で
は
「
僦
貸
季
」）
は
右
側
に
単
線
を
、

他
の
語
句
（
図
3
で
は
「
太
素
經
序
」）
は
左
側
に
単
線
を
付
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
語
句
や
表
現
が
劣
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
場
合
、「
鉄
柱
ヲ

負
シ
テ
尚
ヲ
標
白
ニ
ス
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
図
3
の
「
上
帝
」、「
五
日
」

な
ど
の
右
側
に
付
さ
れ
て
い
る
白
抜
き
の
長
方
形
の
よ
う
な
符
号
を
指
し
て

い
る
と
み
ら
れ
る
。

以
上
、『
古
今
養
性
録
』『
黄
帝
内
経
素
問
要
語
』
の
凡
例
を
確
認
し
た
結

果
、
通
庵
は
、
重
要
な
語
句
及
び
短
め
の
文
に
批
点
・
圏
点
を
、
長
文
の
場

合
は
鉤
括
弧
を
使
用
し
て
お
り
、
よ
り
重
要
な
場
合
は
重
圏
、
二
重
鉤
括
弧

を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
地
名
・
人
名
及
び
特
殊
な
語

句
に
つ
い
て
は
、
傍
線
を
付
し
て
い
る
が
、
付
す
目
的
や
語
句
の
種
類
に
応

じ
て
、
左
右
単
複
使
い
分
け
を
行
っ
て
い
た
。
な
お
、
通
庵
以
外
の
著
者
の

資
料
に
お
い
て
も
、
各
符
号
は
概
ね
こ
の
通
り
の
役
割
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。

通
庵
は
、『
古
今
養
性
録
』
の
凡
例
に
お
い
て
、
多
様
な
符
号
を
用
い
る
目

的
を
、「
先
哲
ノ
例
ニ
準
シ
テ
。
見
易
キ
コ
ト
ヲ
欲
ス
ル
ノ
ミ
。」
と
記
し
て
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い
る
。
つ
ま
り
、
読
者
に
と
っ
て
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、
様
々
な
符
号

を
使
用
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、「
先
哲
ノ
例
」
と
い
う
の
が
何
を
指
し
て
い
る

の
か
、
即
ち
、
通
庵
が
多
様
な
補
助
符
号
を
使
用
す
る
要
因
と
な
っ
た
資
料

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
古
今
養
性
録
』
の
「
引
用

諸
家
目
」
に
は
五
五
四
部
の
文
献
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
大
半
は
漢
籍

で
あ
る
。
通
庵
は
、『
古
今
養
性
録
』
を
著
す
上
で
膨
大
な
漢
籍
を
渉
猟
し
た

こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
参
照
し
た
漢
籍
が
原
刻
本
で
あ
る
か
和
刻
本
で

あ
る
か
は
判
断
し
難
い
た
め
、
原
刻
本
・
和
刻
本
い
ず
れ
の
表
記
に
拠
っ
た

か
は
不
明
で
あ
る（

（1
（

。
た
だ
今
回
の
調
査
で
は
、
通
庵
以
前
に
鉤
括
弧
・
傍
点

を
使
用
し
て
い
る
資
料
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
原
刻
本
に
拠
っ
た
と

い
う
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
写
本
で
の
補
助
符
号
や
、

版
本
へ
の
書
き
込
み
と
し
て
の
補
助
符
号
を
、『
古
今
養
性
録
』
の
出
版
に
際

し
、
版
に
刻
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
は
未
調

査
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

四
・
一
・
二　

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
の
資
料
に
お
い
て
最
も
多
く
使
用
さ
れ
て
い
た
符

号
は
、
句
読
点
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
現
在
の
よ
う
に
「
、
」「
。
」
が
区
別

さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
同
一
の
符
号
が
、
句
点
相
当
・
読
点
相
当
の

両
方
の
位
置
に
使
用
さ
れ
、
資
料
に
よ
っ
て
い
ず
れ
か
が
使
わ
れ
る
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た（

（1
（

。
そ
の
役
割
は
、
引
用
・
卓
立
で
は
な
く
、
文
の
切
れ
目
を

表
す
も
の
で
あ
る
。

引
用
・
卓
立
を
示
す
符
号
を
使
用
し
た
早
い
例
と
し
て
、
曲
直
瀬
玄
朔

『
恵
徳
方
』（
一
六
三
三
）
が
挙
げ
ら
れ
る
（
図
4
）。

図
4　
『
恵
徳
方
』（
一
六
三
三

（
（1
（

）
3
丁
表

『
諸
証
弁
疑
』
同
様
、「
三
化
湯
」「
至
宝
丹
」
な
ど
の
生
薬
名
に
単
線
が
付

さ
れ
て
い
る
。『
恵
徳
方
』
の
出
版
意
図
に
つ
い
て
、
遠
藤
・
中
村
（
二
〇
〇

四
）
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）。

　

玄
朔
が
常
陸
国
に
配
流
さ
れ
た
折
に
『
伝
心
方
法
』（『
恵
徳
方
』）
を
著

し
た
意
図
を
以
下
に
示
す
書
状
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は

慶
長
元
年
六
月
、
玄
朔
が
北
村
宗
竜
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
尚
々
、
旧
冬
以
来
医
書
一
冊
書
立
申
候
、
当
流
之
書
物
余
数
多
に

て
、
療
治
候
時
い
つ
れ
も
見
申
候
者
す
ミ
可
申
と
も
難
弁
候
間
、
不
断

薬
箱
ニ
入
、
療
治
候
時
只
一
冊
見
申
、
す
ミ
申
様
ニ
仕
、
玄
鑑
ニ
附
属
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候
、
今
度
之
牢
人
之
徳
と
存
候
、
誠
塞
翁
か
馬
に
て
候
、
今
度
之
牢
人

ハ
、
拙
者
医
道
今
一
代
も
可
相
続
故
か
と
、
天
道
難
有
存
候
、
其
書
物

懸
御
目
度
候
、
但
余
近
道
ニ
專
過
候
て
、
人
ニ
見
す
へ
き
物
ニ
あ
ら
す

候
、
家
の
重
宝
ニ
候
、
但
お
か
し
く
可
被
思
召
候
、
拙
者
心
に
ハ
随
分

と
存
候
、
以
上
」〔（
慶
長
元
年
）
六
月
一
三
日
〕

　

こ
の
書
状
か
ら
、
玄
朔
は
常
陸
国
の
配
流
を
き
っ
か
け
に
自
分
流
の
医

方
書
を
著
そ
う
と
思
い
立
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
初
代
道
三
の
医
書

は
余
り
に
多
い
た
め
、
治
療
の
時
に
ど
の
本
を
見
れ
ば
よ
い
か
判
断
し
難

い
。
そ
こ
で
、
自
分
は
、
不
断
薬
箱
に
入
れ
て
お
け
て
治
療
の
折
に
は
そ

の
一
冊
を
見
れ
ば
済
む
よ
う
な
平
易
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
医
方
書
（『
伝
心

方
法
』）
を
書
き
上
げ
た
。�
五
五
八
～
五
五
九
頁

玄
朔
の
書
状
の
内
容
か
ら
、『
恵
徳
方
』
は
、
平
易
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
医
書

を
目
指
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
た
め
、
線
を
付

す
こ
と
で
、
線
が
引
か
れ
た
語
句
は
生
薬
名
を
表
し
て
い
る
の
だ
と
読
者
に

理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
配
慮
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、

『
恵
徳
方
』
と
同
年
に
出
版
さ
れ
た
『
日
用
食
性
』
な
ど
、
玄
朔
の
他
の
著
作

に
お
い
て
は
傍
線
な
ど
の
符
号
は
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
玄
朔
が
傍
線
の
使
用

を
徹
底
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
、
他
に
傍
線
を
使

用
し
て
い
た
資
料
が
、
初
学
者
向
け
の
資
料
で
あ
る
岡
本
一
抱
『
医
学
講
談

発
端
弁
』（
一
七
〇
〇
）な
ど
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
初
学
者
及
び
一

般
向
け
の
平
易
な
資
料
に
お
い
て
、
補
助
符
号
が
使
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
よ
う
。

四
・
一
・
三　

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
の
資
料
に
お
い
て
は
、
句
読
点
と
合
符
以
外
の
符

号
の
使
用
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
資
料
の
内
容
を
確
認
す
る
と
、
専
門
書

と
い
う
よ
り
は
、
よ
り
通
俗
的
で
、
且
つ
内
容
自
体
が
よ
り
平
易
な
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

矢
田
（
二
〇
一
二
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り

文
は
、
読
者
に
と
っ
て
非
常
に
読
み
や
す
い
（
文
意
が
理
解
し
や
す
い
）
表

記
形
式
で
あ
っ
た
。
且
つ
、
内
容
の
平
易
さ
も
相
俟
っ
て
、
句
読
点
に
よ
っ

て
文
の
切
れ
目
が
分
か
れ
ば
、
文
意
が
理
解
で
き
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
漢

字
平
仮
名
交
じ
り
文
の
読
み
や
す
さ
は
、
仮
名
書
き
さ
れ
る
自
立
語
の
有
無

に
よ
っ
て
変
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
の
医
学
書

に
お
い
て
、
仮
名
書
き
の
自
立
語
（
特
に
専
門
用
語
）
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
傍
線
・
括
弧
な
ど
の
符
号
を
使
う
必
要
が
な
か
っ

た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
表
記
形
式
毎
に
分
け
て
調
査
結
果
を
概
観
し
た
。
近
世
前
半
期
に

お
い
て
は
、
合
符
や
句
読
点
な
ど
、
語
の
纏
ま
り
や
、
文
の
切
れ
目
を
示
す

符
号
は
、
多
く
の
資
料
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
引
用
・
卓
立
を
示

す
補
助
符
号
は
ご
く
一
部
の
資
料
に
お
い
て
し
か
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
漢

字
平
仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
は
使
用
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
中
で

竹
中
通
庵
は
多
様
な
符
号
を
使
用
し
て
お
り
、
且
つ
使
用
に
際
し
て
凡
例
で

役
割
を
明
示
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
通
庵
以
外
の
著
者
の
資
料

に
お
い
て
も
、
各
符
号
は
通
庵
が
凡
例
で
示
し
た
役
割
で
概
ね
使
用
さ
れ
て

57



い
た
。
著
者
に
よ
っ
て
使
用
傾
向
が
異

な
る
が
、
概
ね
読
者
に
と
っ
て
読
解
し

や
す
く
す
る
目
的
で
符
号
が
使
用
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
・
二　

�

蘭
方
医
学
書
に
お
け
る
補
助

符
号
の
使
用
実
態

次
に
、
蘭
方
医
学
書
に
お
け
る
補
助

符
号
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
分
析
を
行

う
。
調
査
し
た
資
料
は
全
五
点
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
符
号
の
使
用
が
確
認
で
き
た
。

デ
ー
タ
は
【
表
2
】
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
漢
文
体
資
料
に
つ
い
て
確
認
す

る
と
、
杉
田
玄
白『
解
体
新
書
』（
一
七

七
四
）
で
は
、
音
訳
さ
れ
た
外
来
語
に

合
符
を
付
す
こ
と
で
、
語
句
の
纏
ま
り

を
示
し
て
い
る
。

大
槻
玄
沢
『
六
物
新
志
』（
一
七
八

六
）
は
、
漢
文
体
に
お
い
て
、
音
訳
さ

れ
た
外
来
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
（
図

5
）。音

訳
さ
れ
た
外
来
語
に
傍
線
が
付
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
傍
線
を
付

す
基
準
に
つ
い
て
、
凡
例
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
原
文
は
漢

文
。
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
）。

一
諸
々
ノ
地
名
其
ノ
漢
譯
有
ル
者
ハ
、
皆
之
從
フ
。
其
ノ
間
訛
轉
有
ル
者

モ
亦
タ
其
ノ
舊
ヲ
革
メ
ズ
。
若
シ
之
レ
無
ケ
レ
ハ
、
則
チ
今
新
タ
ニ
對
譯

ノ
法
ヲ
以
テ
其
ノ
呼
稱
ニ
當
テ
、
而
シ
テ
填
ム
ル
ニ
漢
ノ
字
音
ヲ
以
テ
ス
。

且
ツ
旁
書
副
墨
ス
ル
者
ハ
、
以
テ
誦
讀
ニ
便
ス
ル
ナ
リ
。

『
六
物
新
志
』（
一
七
八
六
）
巻
1
・
13
丁
裏

図
5　
『
六
物
新
志
』（
一
七
八
六

（
（1
（

）
巻
1
・
18
丁
表

外
来
語
を
示
し
て
い
る
文
字
列
の
右
側
に
ル
ビ
を
振
り
、
且
つ
傍
線
を
付

す
こ
と
で
、
読
み
や
す
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
資
料
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、『
阿
蘭
陀
外

科
指
南
』（
一
七
〇
五
）は
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
、
外
来
語
は

片
仮
名
表
記
で
書
か
れ
て
い
る
（
次
頁
の
図
6
）。

図
6
よ
り
、
文
や
語
句
の
切
れ
目
を「
。」で
区
切
っ
て
お
り
、
助
詞「
ヲ
」

【表2】蘭学関連の医学書に使用された補助符号一覧
書名 著者 表記体 出版年 補助符号 その他 レコードID

解体新書 4 巻附序図
1巻 杉田玄白（翼） 漢文体 1774（安永3年）句読点・合符 外来語漢字表記、句読

点は「。」のみ RB00001510

六物新志 2巻 大槻玄沢（茂質）
譚考・杉田勤校訂 漢文体 1786（天明6年）右単線・合符 外来語漢字表記、外来

語に右単線 RB00000758

阿蘭陀外科指南 5巻 不明 漢字片仮名
交じり文 1705（宝永2年）句読点 外来語片仮名表記、句

読点は「。」のみ RB00001374

外科訓蒙図彙 2巻 伊良子光顕鑑定 漢字片仮名
交じり文 1769（明和6年）右単線 外来語漢字・片仮名表

記、薬品名に右単線 RB00002225

蘭学階梯 2巻 大槻玄沢（茂質） 漢字片仮名
交じり文 1788（天明8年）鉤括弧

外来語漢字・片仮名表
記、片仮名表記外来語
に鉤括弧

RB00005699
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に
続
く
場
合
は
「
。」
を
付
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

図
6　
『
阿
蘭
陀
外
科
指
南
』（
一
七
〇
五

（
（1
（

）
4
丁
裏

ま
た
、『
外
科
訓
蒙
図
彙
』（
一
七
六
九
）
は
、
薬
品
名
を
表
す
外
来
語
の

右
側
に
傍
線
が
付
さ
れ
て
い
る
（
図
7
）。

図
7　
『
外
科
訓
蒙
図
彙
』（
一
七
六
九

（
（1
（

）
6
丁
裏

管
見
の
限
り
、
片
仮
名
・
漢
字
表
記
に
関
わ
ら
ず
、
本
邦
版
本
で
は
初
め

て
外
来
語
に
符
号
を
付
し
て
い
る
例
で
あ
る
（
明
和
六
年
、
皇
都
書
肆
林
宗

兵
衛
の
刊
記
あ
り
）。
ま
た
、
本
居
宣
長
『
漢
字
三
音
考
』（
一
七
八
五
）
な

ど
、
国
語
学
関
連
の
資
料
に
お
い
て
も
仮
名
表
記
の
語
句
に
傍
線
が
付
さ
れ

る
例
が
確
認
出
来
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
早
い
。
す
な
わ
ち
、
仮
名
表
記
の
語

句
に
傍
線
が
付
さ
れ
た
早
い
例
で
も
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

図
7
よ
り
、
片
仮
名
表
記
だ
け
で
な
く
、
漢
字
表
記
の
薬
名
に
も
傍
線
が

付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
傍
線
を
付
す
基
準
に
つ
い
て
、
凡
例
で
以

下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

此
書
國
字
ヲ
以
テ
記
ス
故
ニ
藥
品
錯
雜
シ
テ
分
別
シ
難
シ
依
テ
藥
名
毎
ニ

―
ヲ
加
テ
覽
者
ニ
示
ス『

外
科
訓
蒙
図
彙
』（
一
七
六
九
）
巻
1
・
2
丁
裏

薬
名
を
漢
字
及
び
片
仮
名
で
記
し
て
い
る
た
め
、
地
の
文
と
の
混
同
を
防

ぐ
た
め
に
傍
線
を
付
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

外
来
語
に
鉤
括
弧
が
付
さ
れ
た
資
料
の
う
ち
、『
和
蘭
医
事
問
答
』
と
ほ
ぼ

同
時
期
の
も
の
と
し
て
は
、
大
槻
玄
沢
『
蘭
学
階
梯
』（
一
七
八
八
）
が
挙
げ

ら
れ
る
（
次
頁
の
図
8
）。

図
よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
人
「
ピ
ー
ト
ル
マ
リ
ー
ン
」
に
鉤
括
弧
が
付
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
人
名
・
地
名
以
外
の
語
に
お
い
て
も
一
様
に
鉤
括
弧

が
付
さ
れ
て
い
る
。
符
号
を
付
す
基
準
に
つ
い
て
、
凡
例
で
以
下
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

い
た
。
著
者
に
よ
っ
て
使
用
傾
向
が
異

な
る
が
、
概
ね
読
者
に
と
っ
て
読
解
し

や
す
く
す
る
目
的
で
符
号
が
使
用
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
・
二　

�

蘭
方
医
学
書
に
お
け
る
補
助

符
号
の
使
用
実
態

次
に
、
蘭
方
医
学
書
に
お
け
る
補
助

符
号
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
分
析
を
行

う
。
調
査
し
た
資
料
は
全
五
点
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
符
号
の
使
用
が
確
認
で
き
た
。

デ
ー
タ
は
【
表
2
】
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
漢
文
体
資
料
に
つ
い
て
確
認
す

る
と
、
杉
田
玄
白『
解
体
新
書
』（
一
七

七
四
）
で
は
、
音
訳
さ
れ
た
外
来
語
に

合
符
を
付
す
こ
と
で
、
語
句
の
纏
ま
り

を
示
し
て
い
る
。

大
槻
玄
沢
『
六
物
新
志
』（
一
七
八

六
）
は
、
漢
文
体
に
お
い
て
、
音
訳
さ

れ
た
外
来
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
（
図

5
）。音

訳
さ
れ
た
外
来
語
に
傍
線
が
付
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
傍
線
を
付
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図
8　
『
蘭
学
階
梯
』（
一
七
八
八

（
（1
（

）
巻
1
・
23
丁
裏

一
音
釋
ヲ
為
ス
ニ
片
假
名
ノ
字
ヲ
合
セ
テ
記
セ
シ
ハ
一
字
ニ
テ
ハ
彼
ノ
語

音
ニ
協
和
シ
難
キ
カ
故
ナ
リ
譬
ヘ
ハ　

シ
ヱ
ス　

ウ
ヱ　

キ
ユ
ヱ　

ヒ
ユ

等
ノ
如
シ
又
促
呼
ス
ル
音
ハ
字
ノ
右
足
ニ
ツ
字
ヲ
接
ス
譬
へ
は　

テ
レ
ッ

キ　

レ
ッ
テ
ル
ト
云
カ
如
シ
又
上
ヨ
リ
直
下
ニ
引
ク
音
ニ
ハ
ー
ヲ
記
ス
乃

チ　

ヘ
ー
メ
ル　

ア
ー
ル
ド　

等
ノ
如
シ
且
蘭
語
片
假
名
ニ
テ
記
ス
ル
モ

ノ
上
下
混
同
セ
サ
ル
ヤ
ウ
ニ
「 

」
ノ
勾
畫
ヲ
設
ク

『
蘭
学
階
梯
』（
一
七
八
八
）
巻
1
・
14
丁
裏
～
15
丁
表

漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
、
片
仮
名
表
記
外
来
語
と
、
地
の
文
が

混
同
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
鉤
括
弧
を
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
熊
（
一
九
九
五
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
、『
和
蘭
医
事
問
答
』
の
鉤
括
弧

も
、
同
様
の
役
割
で
あ
る
こ
と
が
以
下
に
示
す
凡
例
の
記
述
か
ら
分
か
る
。

一
和
蘭
語
上
下
ニ
混
同
セ
ン
事
ヲ
恐
ル
故
ニ
「 

」
如
此
ノ
勾
畫
ヲ
設
ク

『
和
蘭
医
事
問
答
』（
一
七
九
五
）
巻
1
・
9
丁
裏

『
外
科
訓
蒙
図
彙
』
や
『
六
物
新
志
』
で
は
、
外
来
語
に
傍
線
を
付
す
の
に

対
し
、『
蘭
学
階
梯
』
や
『
和
蘭
医
事
問
答
』
で
は
鉤
括
弧
を
付
し
て
い
る
。

両
者
の
凡
例
を
見
た
ら
分
か
る
よ
う
に
、
鉤
括
弧
で
は
な
く「
勾
畫（
鉤
画
）」

と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
鉤
画
は
、
漢
文
訓
読
に
使
用
さ
れ
る
符
号

で
あ
り
、『
倭
讀
要
領
』
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

○
段
落
ヲ
分
ル
ニ
ハ
．
鉤
畫
ヲ
用
フ
．
章
首
ニ
ハ「
ヲ
用
ヒ
．
結
末
ニ
ハ
」

ヲ
用
テ
．
前
後
ヲ
隔
斷
ス
．
皆
是
ヲ
鉤
畫
ト
イ
フ

『
倭
讀
要
領
』
巻
下
（
一
七
二
八
）
3
丁
表

鉤
画
は
、
漢
文
に
お
い
て
段
落
を
区
切
る
目
印
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
鉤
画
の
機
能
を
応
用
し
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
に

お
い
て
片
仮
名
表
記
さ
れ
た
外
来
語
を
区
切
る
目
的
で
、
医
学
書
に
お
い
て

も
使
用
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。『
蘭
学
階
梯
』『
和
蘭
医
事
問
答
』
以
降
、

表
記
体
に
関
係
な
く
、
外
来
語
の
卓
立
に
鉤
括
弧
が
伝
統
的
に
使
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
が
、
近
世
後
期
の
用
例
も
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

五　

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
近
世
前
半
期
医
学
書
に
お
け
る
強
調
・
引
用
を
示
す
補
助
符

号
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
漢
方
医
学
書
に
お
い
て

は
、
合
符
や
句
読
点
な
ど
、
語
の
纏
ま
り
や
文
の
切
れ
目
を
示
す
補
助
符
号

は
多
く
の
資
料
で
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
引
用
・
卓
立
を
示
す
補
助
符
号
は

和
刻
本
漢
籍
な
ど
、
ご
く
一
部
の
資
料
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
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中
に
は
、
竹
中
通
庵
の
よ
う
に
多
様
な
補
助
符
号
を
駆
使
し
、
重
要
箇
所
を

読
者
に
明
示
す
る
よ
う
な
例
も
確
認
で
き
、
著
者
に
よ
っ
て
傾
向
が
異
な
る

が
、
概
ね
読
者
に
と
っ
て
読
解
を
平
易
に
す
る
目
的
で
符
号
が
使
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
は
、
資
料

内
容
が
平
易
で
あ
る
こ
と
、
及
び
矢
田
氏
が
指
摘
す
る
漢
字
仮
名
交
じ
り
文

が
有
す
る
分
節
機
能
に
よ
り
、
句
読
点
以
外
の
符
号
が
使
用
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
を
指
摘
し
た
。

蘭
方
医
学
書
に
お
い
て
は
、『
蘭
学
階
梯
』『
和
蘭
医
事
問
答
』
以
降
、
表

記
体
に
関
係
な
く
、
外
来
語
の
卓
立
に
鉤
括
弧
が
伝
統
的
に
使
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
が
、
近
世
後
期
に
お
け
る
使
用
実
態
を
整
理
し
、

本
稿
で
示
し
た
内
容
と
の
連
続
性
が
み
ら
れ
る
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
1
）　

大
熊
氏
は
、『
和
蘭
医
事
問
答
』
の
成
立
年
を
一
七
七
三
年
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
清
庵
と
玄
白
が
書
簡
の
や
り
と
り
を
行
っ
た
年
で
あ
り
、刊
記
を
確
認

す
る
と（
筆
者
が
確
認
出
来
た
の
は
、
富
士
川
文
庫
本
・
東
京
大
学
総
合
図
書

館
蔵
本
）、
出
版
年
は
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
で
あ
っ
た
。
本
稿
に
お
い
て

は
、
出
版
さ
れ
た
一
七
九
五
年
が
、
意
味
の
あ
る
年
で
あ
る
。

（
2
）　

Ｗ
・
Ｊ
・
オ
ン
グ
氏
は
、『
声
の
文
化
と
文
字
の
文
化
』
に
お
い
て
、「
手
書

き
本
の
文
化
は
、〔
本
の
〕
生
産
者
指
向producer-oriented

で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
あ
る
作
品
の
写
本
の
一
冊
一
冊
に
は
、
筆
写
す
る
一
個
人
の
時
間
の
莫

大
な
消
費
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
中
世
の
手
書
き
本
は
、略
号
で
満

ち
て
い
る
。
そ
う
し
た
略
号
は
、
読
者
に
は
不
都
合
で
も
、
筆
写
す
る
者
に
は

好
都
合
な
も
の
で
あ
る
。〔
そ
れ
に
対
し
〕
印
刷
は
、〔
本
の
〕
消
費
者
指
向

consum
er-oriented

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
る
作
品
の
版
本
の
一
冊
一
冊

に
は
、〔
手
書
き
本
に
比
べ
〕
は
る
か
に
少
な
い
時
間
の
投
資
し
か
こ
め
ら
れ

て
い
な
い
の
だ
か
ら
」（
二
五
二
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、
手
書
き
本
は
書
き
手

重
視
、
版
本
は
読
み
手
重
視
で
製
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）　
『
日
本
大
家
論
集
』（
明
治
二
〇
年
～
二
七
年
）、『
日
本
之
法
律
』（
明
治
二

一
年
～
二
七
年
）、『
日
本
商
業
雑
誌
』（
明
治
二
三
年
～
二
七
年
）、『
日
本
農

業
雑
誌
』（
明
治
二
四
年
～
二
七
年
）、『
婦
女
雑
誌
』（
明
治
二
五
年
～
二
七

年
）
の
五
誌
。

（
4
）　

序
跋
・
凡
例
と
本
文
と
で
表
記
体
が
異
な
る
資
料
が
あ
る
が
、本
稿
で
は
本

文
の
表
記
体
に
よ
っ
て
分
類
を
行
う
。
ま
た
、今
回
調
査
し
た
漢
方
医
学
書
の

総
資
料
数
は
、
五
〇
一
点
で
あ
る
。
内
訳
は
、
漢
文
体
三
二
四
点
、
漢
字
片
仮

名
交
じ
り
文
一
二
〇
点
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
五
七
点
で
あ
る
。

（
5
）　

漢
方
医
学
書
の
調
査
デ
ー
タ
は
、
以
下
のw

eb

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。

	

短
縮U

RL

：http://u0u1.net/W
kP9

	

元U
RL

：https://w
w
w
.dropbox.com

/s/71aq1f9j35pyqhr/

藤
本（2020

）

調
査
資
料
一
覧.xlsx

（
6
）　

レ
コ
ー
ドID

：RB00003342

（
7
）　

本
稿
に
言
う
「
原
刻
本
」
は
、
初
刻
本
に
限
ら
ず
、
和
刻
本
の
元
版
で
あ
る

中
国
で
刊
行
さ
れ
た
本
を
指
す
。

（
8
）　

筆
者
は
、
徐
鳳
（
一
六
〇
二
）『
鍼
灸
大
全
』（『
臨
床
鍼
灸
古
典
全
書
第
39

巻
』
収
録
）
や
、
艾
儒
略
（
一
六
二
六
）『
西
學
凡
』（
呉
主
編
（
一
九
六
五
）

収
録
）な
ど
、
中
国
の
版
本
に
お
い
て
も
傍
線
・
傍
点
な
ど
補
助
符
号
が
使
用

さ
れ
て
い
る
資
料
を
確
認
し
て
い
る
。本
稿
が
対
象
と
し
て
い
る
医
学
書
和
刻

本
の
原
刻
本
に
お
い
て
も
、補
助
符
号
が
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に

あ
る
だ
ろ
う
。

（
9
）　

竹
中
通
庵
の
略
歴
は
、
関
根
（
一
九
九
〇
）、
中
村
（
一
九
八
七
）
を
参
照

し
私
に
纏
め
た
。

（
10
）　

レ
コ
ー
ドID
：RB00002508
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（
11
）　
『
黄
帝
内
経
素
問
要
語
』
は
、
富
士
川
文
庫
に
お
い
て
は
出
版
年
が
明
記
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
蓬
左
文
庫
・
狩
野
文
庫
所
蔵
本
は
、
宝
永
三
年（
一
七

〇
六
）
刊
と
あ
る
た
め
、
と
り
あ
え
ず
一
七
〇
六
年
と
記
し
て
お
く
。

（
12
）　

レ
コ
ー
ドID

：RB00002413

（
13
）　

師
の
半
井
瑞
堅
が
、『
古
今
養
性
録
』
の
凡
例
に
い
う
「
先
哲
」
の
一
人
で

あ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
瑞
堅
の
著
作
は
、
版
本
で
は
残
っ
て
い
な
い
。

（
14
）　

飛
田
（
一
九
七
四
）
に
よ
る
と
、『
倭
讀
要
領
』
に
お
い
て
「
、
／
。
」
の

使
い
分
け
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、実
際
に
使
い
分
け
が
行
わ
れ
た
の

は
、
早
い
も
の
で
幕
末
あ
た
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
調
査
範
囲
に

お
い
て
使
い
分
け
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
と
齟
齬
し
な
い
。

（
15
）　

レ
コ
ー
ドID

：RB00000561

（
16
）　

レ
コ
ー
ドID

：RB00000758

（
17
）　

レ
コ
ー
ドID

：RB00001374

（
18
）　

レ
コ
ー
ドID

：RB00002225

（
19
）　

レ
コ
ー
ドID

：RB00005699

参
考
文
献

遠
藤
次
郎
・
中
村
輝
子
（
二
〇
〇
四
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瀬
玄
朔
の
著
作
の
諸
問
題
―
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民
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作
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史
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熊
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史
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叢
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友
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社
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史
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璋
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九
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性
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て
」『
外
国
語
部
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集
』
二
六
、

駒
澤
大
学
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国
語
部
編
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屋
市
蓬
左
文
庫
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一
九
七
五
）『
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』、
名

古
屋
市
教
育
委
員
会

飛
田
良
文
（
一
九
七
四
）「
句
読
表
示
の
成
立
過
程
―
明
治
初
年
か
ら
『
句
読
法
案
』

ま
で
―
」『
言
語
生
活
』
二
七
七
、
筑
摩
書
房
（
飛
田
良
文
（
一
九
九
二
）『
東

京
語
成
立
史
の
研
究
』
に
再
録
）

深
澤
愛
（
二
〇
〇
四
）「
外
来
語
の
片
仮
名
表
記
と
表
記
体
―
『
太
陽
』
前
誌
群
に

よ
る
考
察
―
」『
語
文
』
八
三
、
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
編

深
澤
愛
（
二
〇
〇
六
）「
近
代
に
お
け
る
外
来
語
片
仮
名
文
字
列
の
特
質
変
化
―

『
太
陽
』
及
び
『
太
陽
』
前
誌
群
を
資
料
と
し
て
―
」『
国
語
文
字
史
の
研
究
』

九
、
和
泉
書
院

矢
田
勉（
一
九
九
八
）「
印
刷
時
代
に
お
け
る
国
語
書
記
史
の
原
理
」『
東
京
大
学
国

語
研
究
室
創
設
百
周
年
記
念
国
語
研
究
論
集
』
汲
古
書
院
（
矢
田
勉
（
二
〇
一

二
）『
国
語
文
字
・
表
記
史
の
研
究
』
に
再
録
）

矢
田
勉
（
二
〇
一
二
）「
漢
字
仮
名
交
り
文
の
成
立
」『
国
語
文
字
・
表
記
史
の
研

究
』、
汲
古
書
院

羅
竹
風
主
編
（
二
〇
〇
一
）『
漢
語
大
詞
典
』
第
二
版
、
漢
語
大
詞
典
出
版
社

『
臨
床
鍼
灸
古
典
全
書
第
39
巻
』（
一
九
九
二
）、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社

Ｗ
・
Ｊ
・
オ
ン
グ
著
、
桜
井
直
文
他
訳（
一
九
九
一
）『
声
の
文
化
と
文
字
の
文
化
』、

藤
原
書
店
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資
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期
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程
学
生
）

63




